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http://wwwcms.pref.fukushima.jp/download/1/subject.pdf

参考資料

• 今なお、基準値以上のセシウムが検出さ
れるのは、山菜、野生のきのこ、野生動
物、海水魚（底魚）、川魚（天然）など

• 自家栽培であっても、野菜からは
まず検出されない。
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実際には皮をむいたり、ゆでたり、調理してたべることになります
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• 9地域（北海道、岩手県、福島県、栃木県、茨城県、埼
玉県、新潟県、大阪府、高知県)

• 平成24年3-5月
• 一般家庭から陰膳試料収集
• 地域ごとに、乳児（1歳未満）、幼児（1～6歳）、小

児（7～12歳）、青少年（13～18歳）、一般成人
（19～60歳）、高齢者（60歳超の退職者）の 6区分
の男女3名ずつ及び妊婦3名、合計39名の一日分食事

• 福島県は、各区分の3試料を、浜通り、中通り、会津の
3地域からの1名分ずつ

• 試料中の放射性セシウム(Cs-134、Cs-137)及び K-
40を分析し、放射性物質の一日摂取量
（Bq/man/day）及びこの食事を1年間摂取し続けた
時の預託実効線量(mSv/y)を評価

http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/2r9852000002wyf2.html
76



平成２5年３月11日
厚生労働省医薬食品局食品安全部発表資料
http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/2r9852000002wyf2.html77

セシウムの被ばく量は
福島より岩手、茨城、
栃木のほうが高かった
…

じゃあ、
周りの県のものも
食べちゃダメって

こと？

平成２5年３月11日
厚生労働省医薬食品局食品安全部発表資料
http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/2r9852000002wyf2.html 78

90％の人は
セシウムの
被ばく量が
0.0016～
0.0091
以下

カリウムの
被ばく量の
平均は
0.214～
0.166

セシウムの
被ばく量の
平均は
0.0039～
0.0012



平成２5年３月11日
厚生労働省医薬食品局食品安全部発表資料
http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/2r9852000002wyf2.htmlから作成
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• セシウムによる被ばく量は極めて少ない

• セシウムが入っていた家庭の食事でも、
カリウム40の被ばく量を合計すると、
全体的には被ばく量が増えるわけではな
い

• 汚染しやすい食品は限定：山菜、野生の
きのこ、野生動物、海水魚（底魚）、天
然の川魚

• 外部被ばくより内部被ばくが大きくなる
ことは、まずない
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